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今回は１月に行われた「数学教育実践研究会」の

活動を報告します。 

■「第 124 回数学教育実践研究会」 

（日時）令和５年１月２８日（土） 

     ＊オンライン開催 

【講演】「AI、数学、教育」 

講師：㈱テクノフェイス ゼネラルマネージャー 

    丸山 哲太郎 様 

丸山さんは、東京大学大学院工学系研究科を修

了後、富士通研究所で 20年間研究開発に携わる

中、ある日突然思い立ちデータサイエンティスト

に転職、現在は㈱テクノフェイスにおいて取締役 

兼データサイエンティスト。データ分析・自然言

語解析と共に画像解析を行い、AIに関する講演セ

ミナーを行っています。来るべき Society 5.0 を

迎えるにあたって数学教育はどうあるべきかをお

話ししていただきました。 

「AI とは何か」が最初のテーマです。情報の 

保持、認識、推論、行動 の４つの能力をもつロ

グインシステムが広義の「AI」であること、 

 

また、狭義「AI」の機械学習については、人生

ゲームのルーレットを例にとり要件、目的変数、

特徴量、指標といった用語を説明されました。ま

た機械学習の使い方では「初めて納豆を作る（源

義家説）」を例として、データの種類、モデルの

種類、目的変数の有無、アルゴリズムの種類を解

説され、極論すれば AIができることは「データ

を分けること」であることを示されました。 

 
次に「AIに数学は必要か」にテーマを移し、 

 

 

その後、AI が要請する数学をデータサイエンティストと

して業務に携わる立場ならではの切り口で解説していただ

きました。 

 

後半では、具体的な授業の提案もしていただき、最後に

丸山さんから「リテラシーを作り上げること」という、数

学・AI 教育への提言が示され、我々の目指す方向性を示し

ていただきました。 

 

 【レポート発表】 

後半は，９名９本の実践・研究発表がありました。 

「ケーキを７等分できない修学旅行生たち」 札幌琴似工業高校   吉田多社  

「数学史にまつわるエトセトラ(2)」         札幌西陵高校  川嶋哲典 

「データ分析における数学的活動」            平取高校    浅野剛史 

「【ICT 活用】手を動かして考える組合せの授業 ﾗ･ﾄｽﾀｰﾀﾞ･ｻﾌﾞﾛｻ」 

札幌龍谷学園高校  吉本拓郎 

「誤差とガウス関数」              数実研会員 安田富久一 

「『授業をデータで分析』の失敗」        ニセコ高校     川岸賢司 

「「感じる数学」展 in サイパル ~ 袖擦り合うも数学の縁 ~」 

 旭川北高校     岡崎知之 

「最近の教材事情 Ver.5」            士別翔雲高校   吉田奏介 

「One more thing の落穂拾い 3」           札幌南高校    長尾良平 

 

■上記のレポートや研究会情報が、高校部会ホームペー

ジ「数学のいずみ」（http://izumi-math.jp/）に掲載

されます。是非ご覧ください。 

【次回研究会のご案内】 

 

 

 

 

北数教高校部会だより 

日 時：令和５年６月１０日(土)  

＝３年ぶりに対面で実施します＝ 

講 師：北海道大学大学院理学研究院 教授 古畑 仁 様 

演 題：「（未 定）」 


